










はじめに 

これまで,母子関係をとらえる方法として,種々のテストが使われてきた。しかし,乳幼児期

の子供を持つ母親の子供との関係を検査しようとすると,適当なものがなかったように思

われる。そのため我々は,母子関係を簡便に,しかも客観的にとらえることのできる検査法

の工夫が必要と考えてきた。 

人に対して抱く感情やイメージを,たとえば「離れたくない」とか「近寄り難い」と言うよ

うに,距離を意味する言葉で表現することがある。こうしたことから,人に対して抱く感情

やイメージは,心理的距離という言葉で表現できる。また,心理的距離は言語的表現の中に

とらえられるだけでなく,実際の行動においてもどのような距離をとるかによって知るこ

とができると考えられる。こうした考え方から,母親が子供に対してどのような物理的,空

間的距離をとるか,投影的にとらえることによって,母親の子供に対する心理的距離を明ら

かにすることができるのではないかと考えられる。我々の考案した「母子間の心理的距離

テスト」は,こうした仮説に基づいて作成したものである。 

この研究の目的は,このテストが母子関係をとらえる検査法として,妥当性があるかを検討

することである。そのために,このテストで測られる物理的,空間的距離にどのような意味

が含まれているかを調べる。 


